
　日本山岳会に入会してから50数年が過ぎました。海外
遠征に必要な外貨を得るためには日本山岳会員である事
が望ましいと、当時ヒマラヤ遠征を志すものなら誰もが
考えていました。私も全く同様で単純な動機で入会し、
今日に至っています。
　よく考えてみると神戸に住みながら関西支部のお手伝
いはきわめて少なく、2年ほど学生部と集会の委員をさ
せていただいた程度で、ほとんどを東京本部で費やして
おりその時間のほうが長かった事に驚くばかりです。
　1987年、今西寿男会長が就任してから平山会長までの
20年の間に、評議員を12年（うち常任評議員 8年）務め、
さらに副会長を4年させて頂きましたから、通算16年と
なります。常任評議員は理事会出席が慣例となっていま
したので、この期間中の会報「山」をめくってみると地
方から出かけて出席した者としては、出席率は優等生に
近かったことになりましょう。理事会のみならず、いろ
いろな委員会や委員長を務めるほか、登山隊のお世話も
したので数えきれないほどの日数と時間だったといえま
しょう。
　いま回想してみますと、２つの大きなイベントが未だ

脳裏に鮮明であります。その一つは、1964年春、当時の
三田副会長から寄せられた一通の書簡がもとでした。“エ
ベレスト登山について相談したい”との文面でした。こ
の年、新たに発足した日本山岳会エベレスト委員会（槇
委員長）の傘下にエベレスト組織委員会（三田本部長）が
設けられ、企画委員として村木潤次郎、大塚博美、松田
雄一、住吉仙也、宮下秀樹、岩坪五郎、平林克敏の７名
が選任され、本格的なエベレスト計画に取り組む事にな
りました。同年11月 2 日・3日、組織委員会の初めての
顔合わせがあり、実行委員の分担を総務：松田・平林、
装備：大塚、食糧：宮下・岩坪、医療･酸素：住吉と決
定され、初会合となりました。当時、私は企画委員の基
本コンセプトとして、全ての装備類を国産品で対応し、
日本の工業技術を世界に示す機会でありたいと考えてい
ました。そのうち私が担当した酸素呼吸器の開発につい
ては、マナスル以降の国産品に改良を加えエベレストに
対応させることを第一の目標としていました。改良･改
善等検討課題はたくさんありました。私が最初に取り組
んだ酸素呼吸器については、酸素機器を開発している川
崎重工が私の会社の近くにあったこと、また、マスク等
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の開発を手伝っていただいた坂田技術研究所が住友ゴム
工業の協力会社であった事も幸いして、新しい装置の開
発に着手する事ができました。P29の計画に多忙な住吉
さんも良き相談相手となって頂きました。登山料の半額
をネパール政府に支払い、1966年春に実施するはずだっ
た日本隊のエベレストは、1965年 3 月19日のネパール政
府の登山禁止令によりお預けとなってしまいました。関
係者の多くは散り散りになってしまいましたが、エベレ
ストのための主たる装備の開発に要する機材や素材の開
発はそのまま継続しました。住友軽金属や武庫川女子大
の故安田先生を中心とするテントや衣服の開発は、長い
時間をかけて続けられ、その主体が関西にあったため、
このプロジェクトを担当する東京のメンバーもしばしば
関西を訪れておりました。再び登山が解禁となった1969
年に偵察隊を出し、南壁登攀の可能性を探りました。こ
の偵察隊からの情報をもとに装備等に改良が加えられ、
1970年の本隊に備えることができました。私が頂上まで
着用したヘルメット式酸素呼吸器やマスク等は画期的な
もので、日本国内で関係者以外は無関心でしたが、むし
ろ海外での評価が高く文献にも紹介されるほどでした。
この折に和田豊司君が改良を加え開発したバルーン付き
のマスクは、その後多くの日本隊の8,000ｍ峰に貢献し
ました。ロシア製の良い酸素器具が紹介されるとすぐさ
ま吾も吾もと移行する傾向は、国産品を進化させる立場
から考えるとあまり誉めたものではありません。私は同
じ年のポスト・モンスーン期に同志社大学隊が計画して
いたダウラギリ主峰に参加したかったのですが、エベレ
ストへの道を選ぶことになりました。同じ酸素機器の開
発を手伝ってくれた和田豊司君と川田哲二君はダウラギ
リに参加し、見事に成功をもたらしてくれました。
　もう一つは、2001年 7 月11日、大塚会長より理事会に
提案された「日本山岳会100周年記念事業企画プロジェ
クト」のリーダーを押し付けられたような形で任され、
村井副会長や西村、今村、高原各理事の良きメンバーと
ともに推進することになりました。エベレストの時と同
様、企画委員の責任者になれば最後まで全うしなければ
ならないことは承知のはずだったのですが……。結局副
会長となり、記念事業実行委員長を務め2006年の終わり
まで続けました。日本山岳会には隠れた人材の多いこ
とを改めて知りました。日本唯一のクラブとして、100
年を迎える伝統の重さということに尽きると考えながら
も、高い見識を持ち、何事にも動じない立派な方々が
100周年を待たずに去っていった事は、残念と言わざる
を得ない心境でした。

　100周年記念事業については皆さんもご存知のことば
かりでありますが、私の記憶に新しく今後の山岳会のあ
り方に重要な示唆を与えている項目について述べておき
たいと思います。
　実施された100周年記念フォームラム委員会のシンポ
ジウム「日本山岳会のこれからを考える」第１回、並び
に第２回は、大変内容の充実したものでした。委員長の
朴元さんはもとより、重廣恒夫（現関西支部長）コーディ
ネーターのシンポジウムにかける期待と、その中から山
岳会のあり方を見出そうとする姿には深い感銘を受けま
した。いろいろな提案がなされ参考になることも多かっ
たと思いますが、中には日本山岳会に将来はないなどの
厳しい意見もありました。様々な指摘の中からは解決策
に乏しく理想と現実の狭間でゆれるベテラン達の姿も垣
間見る事ができました。山岳会に何を求めようとしてい
るのか明確な答えを見出す事は未だ出来ておりません。
私の後ろで何ページにも亘ってメモを取られていた皇太
子殿下の姿がことのほか印象的でした。時代の変化の中
で自らの夢を描き実現する事が困難となった若い世代
と、未踏に挑む気概をもって行動してきた熟年の世代間
断裂のようなものを感じ取っていた出席者が多かったの
ではないかと思います。山を志す若い世代が少ないとい
うことは、社会の成熟度が貧弱であると言う事になるの
でしょうか、私がヨーロッパにいた頃の社会と若者との
関係は、今の日本と著しく違うものでした。
　100周年事業も一段落した2006年6月の理事会で支部化
促進委員会の委員長をすることになりました。私が基本
として掲げた理念は、「止まり木のない会員はあっては
ならない、首都圏を支部化することが重要である」と考
えておりましたから、その一助として渡邉理事や篠崎理
事の協力で、周辺の栃木、茨城、千葉の３支部を発足さ
せる事ができました。このことは、それ以降の理事に引
き継がれ３支部が発足する等、現在も継続中であること
は皆様も周知のとおりです。以前より主張していた、支
部を８ブロック程度に分割し、ブロックの中から若手の
理事を選出し、常任理事は立地条件を勘案し首都圏から
選出する事により山岳会の組織体質を刷新し、支部また
はブロック中心で全てのことが決定できることが望まし
いと考えたからです。支部長に大きな権限を託さない限
り刷新は困難と考えるからであります。
　100周年記念事業の一番重要な事項は、「全員参加をモ
ットーとする」という方針でした。その顕著な実例とし
て、中央分水嶺踏査の提案がなされましたが、これはき
わめて立派な提案でありました。北海道から九州に至る
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全長5,000キロ弱の分水嶺踏査を行なう事が実現可能か
否か、様々な議論がなされました。さすがは日本山岳会、
この全ての行程を完結したのであります。この総括役と
なった事務局長・森武昭氏の推進力と各支部長の役割は
もとより、これを積極的に推進した会員の方々の「情熱
と行動」は驚くばかりのものでありました。2006年 6 月
17日を私は忘れることができません。上諏訪に集合した
80名とともに、三峰山～鷲ヶ峰～八島湿原を目指しまし
た。今は故人となった中野信濃支部長の完了宣言に涙し、
その場で田辺副会長と抱き合い、森事務局長と固い握手
をしたことは今でも忘れることはできません。踏査完了
の喜びを熟年世代だけで分かち、若い人達の参加に限り
のあったことは残念と言わざるを得ません。しかし、少
数ながらこの踏査に参加した若い世代の人達の喜びと感
想には、日本山岳会の将来に一条の光を見出すものがあ
りました。
　また「長期目標検討委員会」や「長期改善計画策定プロ
ジェクト」等、山岳会の将来を見据えた多くのプロジェク
トを立ち上げ提案がなされてきましたが、継続的に審議
され実施されているものは少ないと言えます。山岳会の
高齢化と会員数の減少が問題となって10年が過ぎました。
　JAC-YOUTH�PTが提案され一定の歯止めはかかりま
した。これを更に進め「YOUTH�CLUB」の設置統合な
ど継続的な対策がとられている事は評価されます。しか
し「なぜ日本山岳会なのか」「入会する便益は何か」と
問うアンケート調査の単純な疑問に未だ回答を見出して
いないのが現状です。
　立ち上げた組織やプロジェクト活動など、理事会が決

議した事項に責任を持つ事が公益事業法人として何より
も必要と考えます。理事会決議事項の実施状況を審査す
る機能も今後必要となりましょう。
　私がこれまで日本山岳会との関わりから得た経験の一
端をお話ししました。これらの事を参考に、関西支部の
これからを皆様と共に考えたいと願っています。

私がJACに入会したのは40年前で、日本女性マナスル
登山隊がJACの後援を受けるために入会し、関西支部の
会員になりました。その翌年（1974年）実現したマナスル
登山は登頂と遭難で複雑な思いのまま幕を閉じました
が、準備の段階で、たくさんの支援を頂いた多くの方々
がJACの錚々たる方々で、そこへの加入は場違いなよう
で戸惑いさえ感じたものでした。
女性隊がマナスルに登頂できたのはJACの初登頂時の
記録に支えられたことが大きいと感じています。ある時、
ルートも季節もほぼ同じJACの今西隊と女性隊の登頂に

関 西 支 部 と 私

要した時間を比較してみたことがあります。そこには18
年もの歳月の違いがあり、綿製品がナイロンに変わり、
綿が羽毛に変わる等装備面において画期的な進歩があっ
たにも拘らず、女性隊は今西隊の倍近い時間を要してい
ました。さまざまな要因を考え合わせても女性隊が非力
だった証だと思います。
それに私は当時、関西支部長をしておられた今西壽雄

さんの登頂記に随分と励まされました。頂上が見えず不
安な気持のまま偽ピークの鞍部に酸素ボンベをデポし、
核心部の斜面に恐る恐る足場を刻んでいた時、「ガルツ

先人の足跡に導かれて  内田昌子

著者と語る会
日 時 平成25年11月16日（土）

13時45分～15時30分
場 所 大阪府立中央図書館　大会議室（２階）

〒577-0011�東大阪市荒本北1-2-1
Tel�06-6745-0170

交 通 近鉄けいはんな線（地下鉄中央線乗り入れ）
荒本駅下車（１号出口）北西へ約400ｍ

講 演 「県境踏査と峠たち」
講 師 須磨岡　輯（すまおか　あつむ）氏

1940年生まれ　兵庫91山の会代表　
はりま風土記の里を歩く会、日本山岳
会など会員

主な著書 『新はりまハイキング』『播磨の峠もの
がたり』ほか　（いずれも神戸新聞総合
出版センター刊）

申込み・問合せ　　
〒634-0812　�橿原市今井町�2-1-24-704　　�

Tel�0744-29-2760　　中谷　絹子

会場の都合上、ハガキまたは電話にて11月10日
までにお申し込みください。
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ェンのためにバケツのような足場を切った」との登頂記
の記述を思い出し、これが頂上へ続くルートだと確信で
き心強かったこと。また、頂上手前のピークで、頭に焼
きついた18年前の写真そっくりの頂上を見たとき、宝物
に出会ったように心が震え、体が熱くなりました。その
頂上は、小さなキレットを挟んであり、日没寸前、隊員
とシェルパは狭い頂上に交代で立つことができました。
思えば先人の記録に導かれての登頂でした。
関西支部会員になってから10年後ぐらいに京都支部の

設立があり、両支部に在籍のまま行事に出ることもなく
名前だけの会員の期間が永くありました。その後、関西
支部山行の大峰山や果無山脈、四国の山等に同行させて
頂きました。これらは、なかなか行き難いところだけに
よいチャンスを頂いたと思っています。また最近では
時々ゆるやか山行に寄せてもらい、和気あいあいの心地
よい山行でお世話になっています。この年になると拘束
のない気ままな山行が気に入っております。

（会員番号7612　会員会友　2013/3/27受）

私は1949年4月、関西学院大学山岳部のキャプテンに
なり、日本山岳会へ入会した。学生の身分で日本山岳会
の入会金や年会費を納めるのは痛かったが、当時の日本
山岳会関西支部長だった篠田軍司氏から「近くヒマラヤ
の高山の登山が許可された時、隊員の候補に関西支部か
ら推薦したい」という意向だったので、私は喜んで入会
した。
1950年、ネパールはヒマラヤの登山を許可し、この
年にフランス隊はアンナプルナⅠ峰（8091m）に初登頂し
た。各国の登山隊も世界最高峰のエベレストをはじめ、
次々と高峰の登頂をめざして登山隊を送り込んだ。日本
山岳会は1953年、マナスル（8163m）に踏査隊を送った。
この登山隊は正式に日本山岳会主催、毎日新聞社後援と
決まった。朝日新聞は英国隊のエベレスト登山の報道権
を特約し、また南極観測隊の実現にも、父・九三らが中
心になって動いていたので、マナスルは当然見送った格
好になった。私は1951年、朝日新聞社に入社していたの
で、当然隊員候補を辞退し無ければならなかったが、シ
ョックは大きく、悔し涙があふれたものだ。
「ヒマラヤばかりが山じゃない」という反抗精神が、私
の心に強く芽生えたのはこの頃であった。世界の山々を
研究していくうちにペルー・アンデスこそ私が最も求め
る山だ考えるようになった。そして1961年、関西学院ペ
ルー・アンデス遠征隊は文学部のＫ教授を隊長に、私が

副隊長となり、計10名の隊員で組織された。ペルー・ア
ンデス最高峰ワスカラン（6768m）をはじめ、周囲の数多
くのピークにも登頂したが、日程に余裕があったのでマ
チュピチュなどのインカ遺跡を始め、数多くの民族学や
文化人類学の調査にも熱中し、予期しない学術的成果を
あげる結果になったのは、誠に幸運であった。
1963年 1 月、史上最大といわれた愛知大学の薬師岳遭
難事故が起きた。各報道陣は空前の取材合戦を演じたが、
京大に探検部を創設した本多勝一記者とコンビを組んで
最前線で取材に当たり、徹底的に朝日新聞の特ダネに終
始した。そのおかげで 2人が計画していた世界の秘境の
民族探検取材が許可され、カナダ・エスキモー、ニュー
ギニア高地人、アラビア遊牧民、続いてベトナム戦争の
解放戦線潜入などにヒットをとばし、順風満帆の幸運に
終始することができた。
尊敬する梅棹忠夫先生の推薦で朝日新聞社の退職後は
文化人類学者として、大学教授などを勤めるようになっ
たのは、誠に幸運だと感謝している。海外渡航も100回
を越え、著書も20冊に及んだのは誠に嬉しい限り。日本
山岳会関西支部長への推薦もあったが、梅棹先生や今西
寿男氏らの助言で、民族学者への道を認めてくれたこと
も幸運であった。
� （会員番号3915　支部評議員　2013/3/31受）

山から民族探検へ  藤木高嶺

支 部 山 行 報 告

支部山行12-61　陽だまり山行・播磨の山

五峰山から角尾山
中谷絹子

1月6日（日）晴

五峰山上に古代寺院の光明寺あり…」と云うのに導か
れるように参加した。JR加古川線の滝野駅で集合。新
春の山行にふさわしく澄み切った空、駅舎を出発する。
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鳴彩橋を渡るとモニュメントのある公園で準備体操を
済ませ、霊場道の階段を上がると落ち葉の敷きつめられ
た緩い山道を15分ほどで金剛池の駐車場に着く。「五峰
山光明寺」の石柱が立てられている。五峰山は昔から播
磨髙野といわれ真言宗の七十名刹のひとつと教えられて
いる。さらに15分で光明寺駐車場に着く。眼科に東播磨
平野が一望できる。「五峰山光明寺」の参道は文学の山
らしく多くの短歌、俳句、川柳の句碑が建立されている。
境内の石門から本堂までの参道は急な坂道で、常緑高木
のアラカシやシイノキが茂っている。右手に如来坐像が
安置されている遍照院を左へ曲がって大慈院から5分ほ
どで見晴台へ。南に遠く六甲、眼下に滝野、清水加古川
の鮎の名所で有名な闘竜灘が光って眺めがよい。
休憩後、本堂へ向かう。杉木立の道を歩いて仁王門を
潜り本堂に着く。鎌倉時代の建築様式を伝えている光明
寺にお参りしてから光明寺合戦本陣跡に立ち寄る。南北
朝時代に激戦が展開されたところで古代の歴史が漂って
いる。雑木林をぬけ「字五峰山国有林」と書かれた木柱
を目印に約5分で二等三角点の五峰山（258.4ｍ）頂上に着
き、昼食となる。播州の山を熟知した小林さん “今日の
播州は寒いですよ”と話される。風もなく穏やかな陽だ
まりで記念写真を撮ったりして楽しく過ごす。冬青木（モ
チノキ）が赤い実をつけていた。
出発して高倉越へ。視界のない急な下りを10分ほどで
なだらかな道となり、これより高倉尾根歩きになる。ア
ップダウンの岩尾根を登って角尾山へ向かう。途中、
272ｍのピークは好展望の岩場で庭園のよう。コウヤボ
ウキ、ツツジなど豊かである。いくつものピークを越え
「頂上まで200ｍ」の道標からはロープも張ってあり急登。
三等三角点の角尾山（343.8ｍ）頂上に到着。笠形山、千
ヶ峰、篠ヶ峰の眺めが素晴らしい。西脇の市街も見える。
分岐まで戻って引尾山へ。148番鉄塔を通り、下って鞍
部へ、登り返す149番鉄塔。さらに登ると四等三角点の
引尾山（279.3ｍ）頂上に着く。眺望はない。急坂を下り
八王寺池の堰堤に無事下山する。須磨岡さんより地元「八
重垣」の絞りたてを振る舞っていただき、美味しく乾杯
し、足取りも軽くJR滝駅へ。

【コースタイム】

JR滝野駅09:55　10:35光明寺駐車場　11:16本堂　11:35
五峰山（昼食）12:20　12:39高倉越　12:50Ｐ272　13:21角
尾山分岐　13:49角尾山14:10　14:30分岐　14:49引尾山
　15:24八王寺池　16:13JR滝駅

【参加者】

須磨岡輯　山内幸子　新井浩　岩崎しのぶ　浦上芳啓　

大塚宏圀　大塚和子　金井健二　清瀬祐司　阪下幸一　
阪下悦子　戸島泰三郎　中島隆　中谷絹子　野村哲夫　
松上美代子　宗實二郎　宗實慶子　森沢義信　（会友）魚
津清和　岐部明弘　中野峯子　（会員外）浅田博三　新井
幹子　蓮川博凡　森口藤代　守田チヨ子　大和紘　小林
優子� 計29名

2月9日（土）晴

松阪駅前に集結。予約したジャンボタクシーにて白猪
山登山口に向かう。快晴なれど低温注意報が発令され非
常に寒い。夏明登山口に到着。
入念なストレッチをして、コンクリートで固められた
作業道を登る。最初から急登が続く。不動小屋に到着、「白
猪石尊」と書いてあるが中には何もない。まだまだ急登
が続く。小雪がちらつきキラキラ輝いている。ほどなく
石尊大権現到着。立派なお社が建っていた。作業道と思
っていたがここへの参詣者のための道だろう。こんな急
傾斜の道を登ってお参りに来られるのは大変だろう。信
仰の力はすごいと思う。

三等三角点御在覧場にて　　写真提供・重廣恒夫

この先に展望広場があり麓が見渡せた。ここから最後
の急登を頑張って白猪山山頂（819.7ｍ）に到着した。辺
りの樹木が刈り払われて360度の大展望が広がっている。
北に堀坂山、観音岳が見渡せる。少し下って日だまりで
昼食。そばに立派な木造の展望テラスが有るが老朽化で
注意と表示されていた。昼食後、高須ノ峰に向かう。地
形図には登山道の表示がなかったのでヤブ漕ぎを覚悟し
ていたが、手入れされた杉や檜の植林帯の中に立派な道
が付いていた。ホッとしたのかガッカリしたのかビミョ

支部山行12-65･66　4000山グランプリ35

白猪山～高須ノ峰
佐藤信治郎
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ウだ。一旦下ってコブを三つ越してＰ810に到着。「高野
山」の表示板があった。約90ｍ下って神路山集落から柏
原への峠越えの道に出た。ここで北に下って沢の源頭へ
水を汲みに行く。水で重くなった荷物を担いでこの先の
急登は大変だった。
15時過ぎにＰ802.4 到着。三角点「御在覧場」があった。
予定ではここで幕営だったが時間も早いのでもう少し先
に行く事になり、風の当たらない平坦地でテントを張る
事になった。
夕食には馬刺し・高野豆腐・豚キムチ等が出てきて盛
り上がった。1日の終わりの宴が一番の楽しみだ。稜線
では一晩中強風が吹き荒れていた。
2月10日（日）晴

4 時30分起床、6時前に出発。ヘッドランプを点けて
歩き出す。程なく東の空が紅に染まり今日も好天が予想
されるが寒い。小さなアップダウンを繰り返し西に向か
う。最後は痩せ尾根の急登をよじ登ってホッとしたらま
だまだ急登が待っていた。それでも予定より 1時間早く
高須ノ峰山頂に到着した。三角点があったが木立の中で
余り展望は利かない。木立の間から西に局ケ岳の綺麗な
円錐形が見えた。小休止の後、下山にかかる。山頂直下
の小さな尾根を南下する。急坂で地獄の下りとなった。
どんどん下って途中の小休止でやっと一息つき、沢に出
て一安心。工事用の林道跡に出てようやく急坂から解放
された。舗装された林道の終点に到着して今回の山行は
終了した。予約してあったジャンボタクシーがチラッと
見えたが目の前でＵターンして戻っていった。CLがタ
クシー会社に連絡されたが取り敢えず集落まで歩くこと
になった。10分ほどで神名原集落の端に到着、ここでタ
クシーを待つ。ここまで下ってくると気温も高く快晴で
春のようだった。荷物の整理をしている間にタクシーが
来て松阪に向かう。
駅前の居酒屋で無事下山の乾杯をして今回の山行を締
めくくった。

【コースタイム】

9 日　松阪駅09:23（タクシー）09:58夏明登山口10:22　
10:55不動小屋11:05　11:47石尊大権現　12:05白猪山
12:40　13:38Ｐ81013:45　13:55柏原・神路山分岐14:24
　15:05Ｐ802.415:10　15:35テントサイト
10日　テントサイト05:55　08:22高須ノ峰08:48　10:00
林道終点　10:15神名原集落10:28（タクシー）11:09松阪駅

【参加者】

重廣恒夫　橋本圭之輔　秋枝秀實　村田かおり　（会員
外）松仲史朗　佐藤信次郎� 計 6 名

3月21日（木）晴

集合地のJR野洲駅に到着するのに我家から 2時間半
かかり、『ゆるやか山行』の名前からはほど遠く早くも
疲労感漂う、新人は今日もまたリーダーにしごかれる覚
悟をしつつ、国道 8号線の歩道を歩きだした。最初の目
的地三上山は、学生時代には夜行列車『ちくま号』の車
窓から見た記憶はない。社会人になって名神高速自動車
道から左に見える琵琶湖はいつも素敵で、右に見える富
士似のこの山の記憶はなかった。何となく山名と歴史だ
けは覚えたのは、内田嘉弘著『京都滋賀南部の山』で、
氏も今回は参加されているので、愉しみ倍増である。
先ず三上山をご神体とする御上神社で安全祈願をする

とリーダー言われたので、「くれぐれも本日こそ名の如
くゆるやか山行でありますように」と祈願した。三上山
は標高432ｍ、周辺地図は駅で配布されている親切丁寧
な『登山マップ』をしっかと手にして出発。妙見道跡の
登山案内板も熟読して登りにかかる。割岩という直登ル
ートに一汗かいて、頂上の天之御影命が山頂に降臨した
伝説の社殿で大休止。西に琵琶湖、比叡から比良の湖西
の山並み、東には遠く奥美濃、近江湖北の山々を久しぶ
りに観た。狭い頂上には老若男女が占領していたが期待
の山ガールは我がパーティの若干名のみであった。

三上山展望台にて　　　写真提供・大西保

下山は東に急斜面の下降から北尾根縦走路に入る。東
光寺越、びわ峠から石舞台のような岩トンネルをくぐり
東光寺山（246ｍ）、東光寺不動山（270ｍ）と通過して、林
の中の妙光寺山（267ｍ）で一休みした。北に下ると岩神
大龍神の岩窟とすぐ横の雑木林の中に 6～ 7ｍの巨岩の
刻まれた妙光寺山麿崖仏に出る。案内板には700年前、

支部山行12-75　ゆるやか山行北摂・北山を歩く21

近江富士（三上山）から妙光寺山
大西　保
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高さ 7ｍの地蔵菩薩立像とあったが、近江には多くの麿
崖仏があるらしい。時間を作って周辺を全て見るトレッ
クに出てみようと思ったぐらい素晴らしいものだった。
圧巻は福林寺跡の小さな麿崖仏群に立ち寄り、ますます
興味が深まった。
周辺の寺名が付けられた山々、石仏参拝も加わって誠
に結構な近江巡礼の山旅だったが、ちょっとハードな里
山歩きでもあった。それに野洲駅で楽しい仲間と会話、
野洲駅近くでの才媛の誕生祝いを兼ねた一献に次回も参
加せねば修まらない。

【コースタイム】

JR�野洲駅09:20　三上山山頂12:00　14:01北尾根・東光
寺山　15:02妙光寺山麿崖仏　16:10JR�野洲駅

【参加者】

久保和恵　山内幸子　新井浩　新本政子　岩崎しのぶ　
内田嘉弘　内田昌子　大西保　金井健二　中谷絹子　戸
島泰三郎　平井一正　松波幹夫　森沢義信　（会友）魚津
清和　岐部明弘　黒岩敦子　中野峯子、蓮川博凡、横山
規江　中川富夫　中田栄　（会員外）浅田博三　新井幹子
井上直美　大西純子　中村淳� 計27名

3月23日（土）晴

前夜に岐阜まで入り、美濃太田駅を経て美濃市駅に到
着した。１月末に続き 2度目の駅頭に降り立つが、前回
の大雪と違い春の息吹が感じられる。タクシーは、5人
とトランクが閉め切れない程の荷物を積んでいるので、
瓢ヶ岳登山口までの林道を喘ぎながら登る。トイレの完
備した駐車場で準備体操し、登山道に足を踏み入れる。
独りの登山者が先行している。2度ほど小さな沢を渉っ
て植林地の中を進む。しばらくして骨ヶ平に到着。空身
で南岳を往復することにしてザックをデポして笹原に残
雪の残る登山道を進むと片知山からの単独行者に会っ
た。南岳を往復した後、瓢ヶ岳の登りにかかる。歩き易
い登山道を1.5㎞程歩き最後の一登りで瓢ヶ岳の頂上に
到着した。頂上からの展望は気温があがり過ぎて遠望が
きかないのは残念だが、それでも堂々とした高賀山は良
く見える。
昼食の後、関市から来たという2人の女性も加わって

記念写真を撮る。バードウォッチャーらしく胸に双眼鏡
がぶら下がっている。眺望の良い時にまた登って下さい

支部山行12-再62･63　4000山グランプリ34-2

瓢ヶ岳～高賀山～今淵ヶ岳縦走
重廣恒夫

という声を背中に受けて奥瓢ヶ岳に向かう。ここ数日で
大幅に雪が融けたようで、ブログから想定した雪の稜線
ではなく水溜りの登山道を歩くことになった。奥瓢ヶ岳
からは新しくつけられた登山道を下って中美濃林道の登
山口に降り立った。当初の予定では林道を南西に下った
峠でテントを張る予定であったが、時間も早いので高賀
山を往復することにした。ところどころ雪の残る林道を
歩き、御坂峠を経て高賀山の山頂に到着した。1月末に
は大量降雪に悩まされた登山道も今日は楽々である。頂
上からの展望は今ひとつであったが、一等三角点を今回
は見ることができた。帰路は林道脇に頭を出したフキノ
トウを摘みながらのんびりと歩く。もちろん夕食の一品
になったことは言うまでもない。
3月24日（日）晴

広い駐車場のキャンプサイトから早朝の中美濃林道を
峠まで歩く。峠から908.3ｍまでは路がついていたが、
それ以降の稜線はお決まりの藪漕ぎとなった。しかし藪
はそんなに濃くなく緩やかな傾斜の境界線を辿って予定
より１時間ほど早く今淵ヶ岳に到着した。時間帯が早い
のか山頂には登山者の姿はない。展望もないので小休止
の後、滝神社への登山道を下る。雑木林につけられた登
山道は登るのには苦労する急斜面である。鉄塔の広場を
過ぎ登山口へと下った。途中で 2人の登山者に会った。
下山中にタクシーの予約ができたので、滝神社で整理体
操中にタクシーがやってきた。美濃市駅では到着直後の
電車か 2時間後の電車しかなかったので躊躇なく後発の
電車に決め、昼ごはんが食べられそうな食堂を探す。一
軒目の食堂は取り込んでいたので、二軒目の食堂に入っ
たがこれが大当たり。美濃市名物豚ホルモン焼き「とん
ちゃん」を供する有名な店であった。ビールにぴったり
の香ばしい「とんちゃん焼き」を堪能した。店を出ると
ロードレーサー族が列をなしていた。帰路、美濃太田駅
からの特急電車が事故で 2時間遅れるというハプニング
のおまけまでついた山行であった。

【コースタイム】

23日　瓢ヶ岳登山口08:55　09:13岩屋不動尊分岐　10:11
骨ヶ平　10:36南岳　11:29瓢ヶ岳　12:15奥瓢ヶ岳　12:36
宮奥分岐　12:56中美濃林道登山口　14:05御坂峠　14:47
高賀山　16:30駐車場キャンプ地
24日　キャンプ地05:20　05:50中美濃林道峠　06:13Ｐ
908.3　07:39境界分岐南ピーク　08:45今淵ヶ岳　09:50Ｐ
661　10:32登山口　10:36滝神社

【参加者】

重廣恒夫　村田かおり　橋本圭之輔　（会員外）佐藤信治
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郎　上村規子� 計 5 名

4月11日（木）

JR三田駅から三田大橋に歩く。京都の桜守・佐野藤
右衛門翁は「サクラの満開は一日しかない」と何かに書
いている。満開でなければ葉サクラも同じだという。武
庫川堤のサクラは盛りを過ぎているが、5,100本の並木
はなかなか壮観だ。坂井知事時代に瀬戸内海から日本海
に到るサクラ街道が計画された。武庫川のサクラ並木は
その一部であると浦上さんの説明。
新三田駅の北側で堤が大きく蛇行して右手に有馬富士
が姿を現す。三田駅から新三田駅まで一駅分武庫川堤を
歩いた勘定だ。
国道を渡ると旧篠山街道に出る。戦前まで西国観音霊
場の中山寺から播州清水寺に向かう巡礼で賑わった道
だ。辻には三田駅の東にある三輪神社の御旅所がある。
青龍寺を過ぎると道が細くなり八幡神社に寄り道して
谷に入る。この辺りにはウワミズサクラが多いという。
春の花や蕾、葉芽などが間近に観察できるので久保リー
ダーの説明を聞きながら有馬富士公園に入る。この公園
は有馬富士（374ｍ）とその裾野の70万平米を整備した県
立の都市公園である。施設も充実し手入れも行き届いて
いる。今回は裏口から入園。福島大池に沿って園路を進
み高台のかやぶき民家で休憩。そして正午丁度に到着し
た芝生広場で昼食をとる。

有馬富士山頂にて　写真提供・森澤義信

武庫川からずっと舗装路を歩いてきたが有馬富士登山
口からようやく地道に変わる。ゆるやかな山腹の登りで
そのまま頂上に到達と思いきや、突然岩場が現れ露岩の
上の急登に変わる。「わんぱく砦」と公園マップにあるが、
いやはや年寄りにはこたえた。

支部山行 13-1　ゆるやか山行【里山探訪】 

歴史と文化を訪ねる１

武庫川堤お花見ウオークと有馬富士
森沢義信

頂上で休憩のあと車道に下りコバノミツバが群生する
尾根ルートに寄り道をする。小葉のツツジが尾根の遊歩
道にそって一斉に淡紫色の花をつけている。見事だ。も
うすぐ新緑も楽しめそうである。
ルートを変えて福島大池の北端に出る。ここでは火山

の名残りの巨大な流紋岩の一枚岩が堤の一部となってい
る。少し坂を登り築山広場を経て公園の正面入口に当た
るパークセンターでコーヒータイム。広い側道のある県
道を歩いて新三田駅まで歩き解散した。

【コースタイム】

JR三田駅09:39　10:06川除上橋10:07　10:42三輪神社御
旅所10:49　11:03八幡宮11:04　11:22福島大池11:22　
11:32かやぶき民家11:43　12:00芝生広場12:31　12:38有
馬富士登山口12:38　12:58有馬富士13:15　13:38ツツジ
尾根折り返し点13:39　14:20流紋岩14:25　14:40パーク
センター14:54　15:22JR新三田駅�

【参加者】

久保和恵　山内幸子　浦上芳啓　金井健二　戸島泰三郎
中島隆　橋本圭之輔　平井一正　廣瀬健三　松波幹夫
松村文子　宗實慶子　森沢義信　（会友）魚津清和　岐部
明弘　黒岩敦子　小林三喜男　中川富夫　中田栄　横山
規江　（会員外）井上直美� 計21名

支部山行13-2　関西支部県境縦走４

三国山～向坂～庄
松村文子

4月20日（土）曇後雨

予報では午後は雨…。空模様を気にしながら前回の下
山地養鶏場へ急ぐ。準備運動後出発。10分程で前回の縦
走離脱地点Ｐ406に到達する。11時13分に四等三角点・
三国（431.7ｍ）に到着。辺りは広い台地状。回りは杉、
桧の植林と落葉樹林が入り混じっている。道は間違いな
く歩きやすい。雨を気にしてか、いつもよりペースが速
い。落葉樹林の新緑が目に優しく明るい。三角点を過ぎ
て林道に出ると、オフロードバイクの跡が溝のように掘
れていてとても歩きにくい。所々でミツバツツジ、シハ
イスミレなどの花が目につき新緑と共に美しくうっとり
とする。やがて大きな鉄塔の下で昼食。
ここから30分程歩くと県境に立派な石積みのドーム

（図根点）があった。さらに進んで台地状の広い山頂四等
三角点・向坂（382.5ｍ）に至る。14時過ぎ三等三角点・
小日山（347.9ｍ）に着く。回りは桧の林で間伐した直後
だった。道は良好。どんどん進める。風倒木林を左手に
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見る。風になぎ倒された木々が痛々しい。又、ビニール
の紐で囲まれた松茸林を通過した。気になっていた雨が
ポツポツし始める。白滝牧場を左側に見ながら、北西方
向に進み15時30分、県境を離脱する。
別所に下る途中、所々に山桜が咲いていた。別所橋の
袂で今日の宿、笹ケ丘荘のマイクロバスに乗った。雨は
だんだん本降りになってきた。

鉄塔の下での昼食も終わり　写真提供・重廣恒夫

4月21日（日）晴

気になっていた雨は夜間降ったらしく我々には好都合
であった。7時30分宿の車で出発。別所橋のたもとまで
送ってもらう。準備運動後出発。道の脇の春の花々を楽
しみながら昨日の県境離脱地点へ復帰。
緩やかな起伏の道を上下しながら万能トンネル上を通
過して萬の乢（ばんのたわ）へ。ここは昔の出雲街道が通
っていた。所々「姫路へ15里」の標識があった。乢から
登って行くと前方に広い台地と樹間に点々と家が見え
る。万の台の別荘地だ。この台地の高みを目指して舗装
道路を歩く。造成地の端の最高地点で地図上の三角点（四
等・万の台255.3ｍ）を30分程探したが見つからず、あき
らめて写真を撮り別荘地に出る。広い道を横断する。高
低差の少ない道は藪もなく歩きやすい。蓮花寺近くの集
落を左手に見ながら二等三角点・庄ノ上山380.1ｍ（点名・
宇根）に至る。ここで昼食。
西に向きを変えた道はなだらかに下り中国自然歩道に
出会う。図根点P321を通過。県境はこの先で盲腸の様
に東に飛び出している。自然歩道の方は真っ直ぐで距離
にして300ｍ程。かたや県境は 5倍程の距離。我々は忠
実に県境を歩いた。杉坂峠に14時30分着。大きな看板が
立ち鎌倉時代に杉坂の関所があったことを知る。道は京
より出雲に通じていた。ここは中国自動車道のトンネル
の上にあたる。ここから 5分で杉坂峠（自動車道）に出る。
今回のコースは道がよく、予定終了地点よりかなり先

を歩いているが、時間もまだ早いので次の峠まで歩くこ
とに決定。小休止の後いきなりの急登、標高差約60ｍを
頑張ると緩やかな丘状となる。次の三角点328.3ｍは鹿
よけネットの中で確認できなかった。皆田への分岐で県
境を離脱。林道を歩き皆田に下山する。昨夜の宿、笹ケ
丘荘の車を待つ間、麓の町の広場で行われていた獅子舞
を楽しませて戴いた。頼んでいたマイクロバスで上月駅
まで送ってもらった。

【コースタイム】

20日　養鶏場10:13　10:30Ｐ406（県境縦走復帰点）　
11:13三国11:23　11:37大鉄塔（昼食）12:05　12:59向坂
13:10　14:10小日山14:27　15:00白滝牧場　15:30縦走路
離脱　16:00別所橋
21日　別所橋07:50　08:04縦走路復帰　08:50万能トンネ
ル　09:30万の台　11:41庄ノ上山（昼食）12:15　12:55中
国自然歩道合流　14:30杉坂峠　14:41Ｐ328.3　16:00皆
田分岐（縦走路離脱点）　16:25皆田

【参加者】

重廣恒夫　山内幸子　黒田記代　清瀬祐司　橋本圭之輔
前田正彰　松村文子　宗實二郎　村田かおり　山本義博
（会友）黒岩敦子　魚津清和［20日のみ］　（会員外）稲葉淳
一　大和紘� 20日　計14名　21日　計13名

4月27日（土）晴

深瀬大橋を過ぎた辺りで車止めがあり、タクシーを降
りる。雨が降っている。しばらく舗装道路を歩く。小嵐
山登山口からいきなりの急登である。細い沢状で足元が
崩れそうな急坂を登る。雨も降っており、足元が崩れそ
うな急坂が続くので、前と後でアンザイレンし、中 2人
はカラビナスルーで稜線に上がるまでの急斜面を登る。
稜線に上がった頃には小雨となり、ロープもはずし、

灌木帯の藪の中を進み、小嵐山に到着する。小嵐山を示
す物は何もない。平坦な場所を探し、テントサイトとす
る。ここまで、溶け残り雪が所々にあるのみ。この残り
雪を取って水作りをする。
4月28日（日）晴

テントサイトまで雪はまったくなかったが、歩き始め
てすぐに雪たっぷりの稜線となる。天気良く、日焼け雪
焼けが気になるほど日差しが強い。誰も歩いていない雪
の稜線を気持ちよく歩き、ショウガ山に到着する。「シ

支部山行13-3　4000山グランプリ

ショウガ山～三村山
黒田記代
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ョウガ山1623.5ｍ」のプレートが三角点の手前の木にあ
った。三角点は雪の下で目視出来ない。GPSでこの辺り
と決めて、記録写真を撮る。

ショウガ山に向かって　写真提供・重廣恒夫

さらに広い雪の稜線をたどり大辻山に到る。またして
も「大辻山1436.2ｍ」のプレートが三角点位置よりかな
り手前にあった。雪の下で目視出来ないので、GPSで三
角点の場所を決めて記録写真を撮る。
テントサイト予定地よりかなり手前だが、テント場に
最適な所に到り、そろそろ17時になろうとしていたので、
テントサイトに決める。広い平坦な雪原で、夕日に赤く
染まる海が見え、最高のロケーションであった。
4月29日（月）晴

ロープを着けて歩き始める。今日も良い天気である。
かなり急な雪面を下ったり上ったりで三村山に到着する。
いよいよ下山にかかる。雪はザクザクで急斜面でもス
ムーズに下山。やがて雪面もとぎれとぎれとなり、岩肌
が見えるようになる。歩き易い雪面を探して進むが、雪
面の状況が悪くなり、懸垂下降で下の歩き易そうな雪面
に降りることにする。三人が懸垂下降を終え、最後の一
人がロープをセットしようとしていた時、頭上から雪崩
発生。一人が雪崩に巻き込まれ流された。幸いなことに、
小規模な雪崩で本流に巻き込まれなかったので、体の右
半分が雪に埋まった状態で止まり、大事には至らなかっ
た。残りの三人は流されなかったものの、頭の上から雪
崩の雪をかぶり、腰辺りまで雪に埋まった人もいた。
その後、態勢を立て直して近くを通っている林道に出
て、計画通り雪のないスキー場を下り、瀬女バス停に出
て、タクシーで小松駅に向かった。

【コースタイム】

27日　小松駅＝深瀬大橋10:48　11:47小嵐山登山口　
16:27小嵐山　16:33テントサイト
28日　テントサイト05:00　11:30ショウガ山　15:33大辻

山　17:05テントサイト
29日　テントサイト05:00　08:14三村山　12:26ゴンドラ
山頂駅　14:17瀬女バス停＝小松駅

【参加者】

重廣恒夫、橋本圭之輔、山内幸子、黒田記代� 計 4 名

支部山行13-4　ゆるやか山行【里山探訪】

歴史と文化を訪ねる 2

法隆寺から松尾山（矢田丘陵）
中田　榮

5月9日（木）

JR法隆寺駅に集合し、閑静な斑鳩住宅街を抜け、法
隆寺の土塀沿いに本日のコース晴天の矢田丘陵に向かう。
斑鳩神社にて点呼後、ゴルフプレイを横目に見ながら、

法隆寺カントリーを縦断し若草山、東大寺が遠望できる
車道にでる。七曲道入り口で、今年最高の気温の為、水
分補給休憩。
新緑の木漏れ日の中の登山道を、毛虫を除けながら山

行開始。シャラの咲く山門に到着。松尾寺参拝と、五月
晴れの奈良盆地を眺望。境内を避け駐車場にて毛虫も気
にせず、待ちに待った楽しい昼食。
13時松尾山神社をあとにし、松尾山山頂のＮＨＫ鉄塔

横の松尾山二等三角点にて、記念撮影。国見台到着後、
だらだらと矢田丘陵の尾根道を北上し、矢田峠に着く。
展望台から生駒山を望むも、周囲の樹木生長にて視界は
いまひとつ。小笹の辻で小休憩後、榁の木峠から国道
308号線を西へ下る。途中住宅街をショートカットして、
ほぼ予定通り南生駒駅に無事到着。
新緑に癒された、春満喫の里山探訪でした。

松尾山山頂にて　写真提供・中島隆

【コースタイム】

斑鳩神社10:48　11:38七曲道入口　12:00松尾寺　12:15松
尾神社　13:00登山口　13:10ＮＨＫ鉄塔　13:35国見台　
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14:17矢田峠　14:30展望台　14:43小笹の辻　15:09榁の木
峠　15:43南生駒

【参加者】

久保和恵　山内幸子　新井浩　新本正子　井関正浩　内
田嘉弘　内田昌子　金井健二　戸島泰三郎　中島隆　中
谷絹子　秦康夫　平井一正　松波幹夫　宗實慶子　（会
友）岐部明弘　黒岩敦子　中川富夫　中田榮　中野峰子
横山規江　（会員外）新井幹子　井上直美� 計23名

5月11日（土）雨

福井駅より「えちぜん鉄道」で勝山駅へ、タクシーに
て取立山登山口に到着する。朝からあいにくの雨で、晴
れていれば取立山の水芭蕉を見る登山客で賑わっている
はずであるが、今朝は我々だけである。
今年は残雪が多く、当初予定していた「大滝」経由の

道は通行禁止のため直接、取立山へ向かう。途中から残
雪が現れる。モクレン、スミレ、イワウチワやショウジ
ョウバカマを見ながら雨の中を黙々と歩き取立山三等三
角点に到着する。取立山頂はその先にある。記念撮影の
後、取立山避難小屋を経由し、こつぶり山を往復する。
晴れていれば白山が大きく見えるはずだが、雨とガスで
見えない。残雪と雨で水芭蕉を探すゆとりがない。
再び取立山避難小屋へ戻り、縦走に入る。Ｐ1339、Ｐ

1383と越え、Ｐ1549を越した所で予定より１時間早くテ
ント設営とする。稜線の灌木帯横の雪原を均し、雨の中
を急いでテントを設営し、バーナーにより暖を取る。水
は雪を溶かして採取する。
一息ついた所で、各々のテントサイトから趣向を凝ら

した差入れが回ってくる。いつもながらであるが、各々
の秘匿品をザックに忍ばせて持参し手早く調理するこの
マメさには脱帽である（小生のように食事は腹が膨れれ
ばOKで、酒のアテは乾きもので手早く済ます輩として
はいつも感心する）。
5月12日（日）晴

昨夜は、生乾きの衣服と寒さにより余り眠れなかった
が、昨日の雨が上がった事もあり、出発時点では快調と
なる。今日は大長山への登りがあるのでハーネスを装着
して出発する。
テントサイトから一度下ってから核心部の大長山の登

りとなる。アンザイレンして急斜面に向かう。灌木帯に

支部山行13-5　4000山グランプリ

取立山～大長山～赤兎山
辻　和雄

アイゼンを取られ、時間を食う。アイゼンが外れる人も
出たり、停滞中のビレイ確保が不十分であったり、反
省すべき点が目立った。登りきった大長山（二等三角点
1671ｍ）は360度の展望が待っていた。快晴の中に白山が
眼前に聳えている。白山に登った時以外にこれ程近くか
ら眺めるのは初めてだ。越前及び飛騨の山々が一望でき
る。

大長山を越えて　写真提供・重廣恒夫

大長山からの下りには岩場があり慎重に下る。痩せ尾
根が続きＰ1530及びＰ1505を越し、小原峠に到着する。
小原峠にて小休止の後、荷物をデポし、アタックザッ

クにて赤兎山に向かう。頂上（三等三角点1628ｍ）は、こ
れまた360度の展望であり、山頂の西側には山名を表し
たプレートがあったが、東側はプレート台のみ残ってい
た。取立山からの縦走路を目で追いながら、皆で歓声を
上げる。東側に赤兎避難小屋が見える。
赤兎山から小原峠に戻り、小原林道の登山口に向けて

下山する。雪にできたシュルンドに注意しながら下り、
赤兎山･大長山登山口の林道に出る。残念ながら残雪の
ため林道は車が通行禁止となっており、林道ゲートまで
延々 2時間30分の行程が待っていた。

【コースタイム】

11日　取立山登山口08:25　10:16取立山三角点　10:21取
立山避難小屋　11:37こつぶり山　12:43Ｐ1339　13:27Ｐ
1383　15:10Ｐ1549　15:32テントサイト
12日　テントサイト04:47　08:09大長山　09:18Ｐ1530　
09:58Ｐ1505　10:26小原峠　11:52赤兎山　13:44赤兎山･
大長山登山口　16:29小原林道ゲート

【参加者】

重廣恒夫　山内幸子　久保和恵　黒田記代　辻和雄　村
田かおり　橋本圭之輔　（会員外）佐藤信次郎　松仲史朗
� 計 9 名
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支部山行13-6

丹生山系・屏風谷源流から東の峰
阪下幸一

5月18日（土）

天気に恵まれて爽やかな 5月の山を楽しみました。
大池駅から国道を横切り大池聖天に前を通り、太陽と
緑の道に入り、天下辻の峠に出て休憩。この稜線の道は
丹生山系縦走路で登山者だけでなくバイクのモトクロス
も利用している。北へ荒れた谷を下り屏風谷に出る。こ
こは三差路で黒甲東道が谷を横切り左岸山腹に上がって
いるが、今回は晴天が続いた為、水量の少ない源流を歩
く。飛び石歩きや渡渉を何度も繰り返す、谷の淵には小
魚もいて楽しめる。右股に入り黒甲越えの辻に出るとバ
イクの団体に出会う。少し進むと四輪駆動の車が岩の出
っ張った道をトライしていた。いずれも音は喧しいが礼
儀はよく登山者には道を譲ってくれる。兵庫ゴルフ場の
道に入り金剛童子山の南辺りから柏尾谷池に下って昼食。
水草の間を魚が群れ、水面を渡る風は気持ちがいい。
鯉らしい大きな魚もいた。柏尾谷への道を見送り東の峰
に向かう。ここからの道はピークを 2つ巻いて雑木林の
中のかすかな踏み跡を辿る為、 2回ばかり徘徊し谷の源
頭部に下り、モミの木の巨木に出て境界の石柱から尾根
に沿って登り東の峰（北峰516ｍ）に出る。三角点も見通
しもなく「東の峰」と書いた標識のみある。頂上直下に
役の行者を祀った石の祠があり法螺貝と青銅の神具が置
かれていた。祠の前から双耳峰の南峰に行く。峠を挟ん
で登ると南峰の頂上。
ここにも「東の峰」の標識があった、北峰よりは見晴
らしがよく北神戸の団地越しに菊水山から再度山の山並
みが見える。箕谷から見上げた場合は南峰が東の峰で登
山者は普通、北峰のみ登るらしい。南峰より青葉台に下
る道は岩場で未整備の為、下見で難儀したので峠まで引
返し柏尾谷にそった南尾根を下る。青葉台の水道設備か
ら住宅地に出る。
箕谷口に出て三宮行きのバスに乗る。トンネルで新神
戸駅に出る為、時間も早く帰れた。

【コースタイム】

神鉄大池駅09:30　10:00天下辻　10:30屏風谷　11:30黒
甲越え道　12:00柏尾谷池12:30　13:30東の峰（北峰）　
13:50南峰　14:30青葉台登山口　14:55箕谷口

【参加者】

宗實慶子　阪下幸一　阪下悦子� 計 3 名

支部山行13-7　関西支部県境縦走５

桜山～住中峠～蜂谷坂
黒岩敦子

5月25日（土）晴

集合の佐用駅前から送迎バスに乗ろうとすると車内か
ら支部長と運転手さんの大きな声が聞こえて驚く。ヒー
トアップしている運転手さんはドアーを開けたまま発
進。不安を感じたが皆田の集落に無事到着。県境復帰点
目指し歩き出す。厳しい暑さに、杉や檜の混合林での日
陰や風は嬉しく、ほっと一息。やがて佐用町の地籍図根
三角点を見つける。農道整備事業の記念碑の先で中国自
然歩道の標識もある県道を横断して岡山県へ。きれいに
整備されたグランドゴルフ場が現れ、側にあった東屋で
一休み。地形図に△が表記されているのに『基準点評価
一覧』に記載されていない三角点を探しに一段高い藪の
中へ。“あるかどうか分からないので全員来なくてよい”
と支部長に言われ、待つこと暫し。“あったぁ！”と黒
田さんの声で後続の数名は現場に向かう。私は廃点とな
った三等三角点にタッチできず残念！武蔵焼の登り窯の
ある集落から林道へ。林道終点広場で昼食。午後にも地
籍図根三角点を見つける。自然林の中、落ち葉を踏みし
め、倒木を避けながら歩き、兵庫県佐用町と岡山県美作
市と表示のある県道熊井峠に降り立つとお地蔵さんが迎
えてくれた。その後、ロープが張り巡らされて歩きにく
い松茸山からＰ311へ。ゆるやかながら登り下りを繰り
返し三等三角点・桜山（399.1ｍ）へ。急坂を下ってから
目の前の住中ピークへ。今日一番の歩き応えで大汗をか
く。そして一気に下ると人家が見え、住中峠に。朝とは
違っていい人になっていた運転手さんお迎えのバスで廃
校跡地に建設された宿舎へ。
5月26日（日）晴

二等三角点豊福にて　写真提供・重廣恒夫
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宿舎からのバスで、住中峠に。天気には感謝だが今日
も暑そう！県道を進んで笹藪から県境尾根を進むとご詠
歌の刻まれた石仏三体に出会う。そして新設と思われる
地籍図根三角点がＰ335を挟んで二つあった。国土地理
院の三角点と違って山を歩いても今まで見ることが少な
かった地籍図根三角点を昨日から四つ見た事になる。今
朝、バスを降りて地籍調査実施中ののぼりを見たが、歩
きやすい道だったことと併せて納得する。登り下りを繰
り返し、大きく削りとられて痛みの激しい二等三角点・
豊福に到着。休憩後の尾根歩きでは吹き抜ける風に癒さ
れる。進路上にある牧場の臭いを避け、Ｐ489で早めに
ゆっくりの昼食。広大な牧場をぐるり一周するように歩
いて深く埋もれた四等三角点・陰（471.6ｍ）に到着。途
中県境の杭を見ながら釜坂峠に下りると立派な因幡街道
鎌坂峠「お通茶屋」があった。脇には地蔵尊が祀られて
あり、中に書かれていた峠の由来に歴史を感じる。予定
より少し先のＰ400に登り、蜂谷坂に下りて今回は終了。
迎えのバスで大原駅に。

【コースタイム】

25日　皆田09:58　10:20県境復帰点　11:24点名なし△
342.3　13:35Ｐ311　14:51桜山　15:38住中ピーク　16:09
住中峠
26日　住中峠07:51　07:55県境取付点　08:34Ｐ335　
10:32豊福493.3　11:24Ｐ489　13:09陰　14:40Ｐ400　15:07
蜂谷坂

【参加者】

重廣恒夫　黒田記代　新本政子　清瀬祐司　阪下幸一　
橋本圭之輔　前田正彰　松村文子　宗實二郎　村田かお
り　（会友）黒岩敦子　（会員外）稲葉淳一　大和紘
25日のみ　山内幸子� 25日　計14名　26日　計13名

支部山行13-8　わんぱく探検

有馬富士公園（三田市）
茂木完治

6月2日（日）

今まで「孫と一緒にハイキング」ということでやって
きたが、孫と一緒という限られた世代からもっと子供を
中心に誰でも来れることにしようということで、今年か
ら「わんぱく探検」という名に変えてすることにした。
私がこの企画を担当するようになって 4回目である
が、続ける羽目になったきっかけは紙飛行機である。紙
飛行機というのは不思議なものだと思う。子供も楽しめ
るが大の大人の心をも熱くさせるものがあって、つい熱

中してるのは大人の方ということにあいなる。
初回は折り紙の飛行機、 2回目は切り紙の飛行機、 3
回目はまた折り紙でやった。さて 4回目となるとちょっ
と力が入り、前もって葉書で紙飛行機を作って準備した。
試行錯誤的に羽根の位置、主翼と尾翼の大きさのバラン
スを変えていくとそれなりに飛ぶようになり、住んでる
マンションの広場でテスト飛行をすると植木の梢にひっ
かかってしまったほどだったので、広い場所で飛ばせる
この時を心待ちしていたのだ。
さて前置きが長くなったが、予定通りパークセンター
前に集合して歩き始めた。子供たちも初めての出会いで
お互いちょっと遠慮しながらハイキングを始めた。有馬
富士公園は大きな公園で福島大池という池の北に有馬富
士374ｍがちょこんと座っている。池を西から周って、
かやぶき民家で一休み。有馬富士山の山麓の道に戻って
中腹を東へ行けば芝生の広場に着く。さあ、お昼ごはん
を食べたら紙飛行機大会だ。紙飛行機は実は飛ばすのに
コツがいるのだ。羽根の調整がうまくいくとよく飛ぶが、
しくじるとだめ。飛ばす時に力を入れすぎてもだめ。そ
れで大人も熱が入るのだろう。今日はどんよりと梅雨空
で時々ぱらぱらくる天気。紙もちょっとしんなりして飛
行機も元気がないなあ。

写真提供・茂木完治

しばらく広場で遊び、福島大池を東から周って戻る途
中で堤防のような斜面の場所があって、そこでも飛ばし
た。すると知らない子供が 3人ほど寄ってきたので、そ
の子たちにも紙飛行機を渡すと、うちらの子供たちと一
緒にしばらく飛ばして遊び、おみやげに飛行機をもらっ
て満足そうに別れて行った。「キツネの巣穴」で遊び、
最後に行ったのは「あそびの王国」である。ここは猫の
頭を模った小山を中心に滑り台、迷路などいろいろな遊
び道具が工夫されていて、それはもう子供たちは夢中で
駆けずり回っている。大人たちは芝生に座ったりねころ
んだりして休憩タイム。紙飛行機は結構疲れるのです。
飛ばすと必ず拾いに行くというのがついてきて、これが
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馬鹿にならない。“もう終わるの～”という子供の楽し
いブーイングを聞きながら今回のわんぱく探検も無事終
了することができた。お手伝いいただいた方々に感謝い
たします。

【参加者】

中島隆　山内幸子　久保和恵　野口恒雄　野口美枝子　
野口蒼生（ 6歳）　河野直子　河野哲　河野百花（ 8歳）　
中西英彦　中西靖子　中西雅空（ 4歳）　茂木完治
� 計13名

支部山行13-9　4000山グランプリ

矢頭山～髯山～堀坂山～観音岳 
松仲史朗

6月8日（土）晴

近鉄久居駅よりタクシーで矢頭中宮公園向かう。公園
内には幹周 8ｍクラスの杉の木がたくさんあり、その中
でひときわ目をひく巨木が天然記念物の矢頭の大杉であ
る。公園内奥の登山口より静かで心地よい風を受け、整
備された林道に入る。右手の波瀬川に小さな滝があり、
屋根の付いた登山口の案内標識がある道を進むと不動休
憩小屋に到着する。出発から30分後、平成13年12月建立
の東屋風の椿小屋があり休憩をとる。この先は傾斜がき
つくなり、静かな杉や桧の森を進むと林道出合に到着す
る。「左尾御峰道」とある小さな苔むした石柱に出会う。
木陰が続き険しく急な坂を登り切って大日拝展望台に到
着するが展望はない。昼食を終え、途中の清水峠分岐点
でサブザックに必要な物だけ詰めて矢頭山に向かう。急
登、急降下の尾根道を進み、風尾ヶ岳を通過し、岩場を
登ると小広場になっており一気に視界が開けた四等三角
点の矢頭山山頂にたどりついた。立派な石の祠があり落
葉低木も目立ち、眼下の自然林は様々な緑が美しく、津
の市街地と伊勢湾が見渡せた。吹き抜ける風が心地よく
感じられ、鳴き声が良い相思鳥が樹間を行き来している。
清水峠分岐点に戻り、クロアゲハが舞う境界復帰点を経
由し清水峠に向かうが、明日登る観音岳、掘坂山を見る
ことができる。縦走路は所々荒れているが、比較的歩き
易い山道となり清水峠に到着。荷物をデポした後最後の
急登を頑張って髯山に到着した。三等三角点の山頂には
展望台と烽火場跡があった。髯山の下りは浮き出た木の
根や岩につかまり慎重に急降下し、清水峠には16時30分
に戻ったが、明日の行程を楽にするため柚原町下出を目
指す。延々と県道29号松阪青山線を歩き、下出に到着し
待望のビールにありついた。下出キャンプサイトの夜空

の下で感動の乾杯をする。
6月9日（日）晴

爽やかな朝を迎え、5時前に出発。一番茶の収穫が終
った茶畑の連なっている後山町に入った。飯福田川と交
差の東谷入口より荒れた登山道に入るが、途中崩壊箇所
があり尾根コースに変更した。昨日聞こえなかった鶯の
鳴き声が聞こえ、更に与原町の林道合流点まで進むうち
に鶯の鳴き方が変わった。県道45号合ケ原松阪線沿いの
崖にはガクウツギが咲き、妙見堂で冷たい湧き水を飲ん
でやっと堀坂峠に到着した。休憩後、サブザックに変え
堀坂山登山口に向かう。石の鳥居をくぐり石灯籠の前を
抜け、しばらく歩くと大日如来座像と石像の役行者像が
並んで鎮座しており、登山道は昔の参道だと判る。尾根
へ出て程なく三等三角点の堀坂山に到着した。堀坂山は
局ヶ岳・白猪山と並ぶ伊勢三山の一つで、石積みの土台
の上にたくさんの祠や石碑が並んで、古くからの信仰の
山を物語っている。山頂で松阪市と伊勢市街地それに伊
勢湾の展望を楽しんでいると、赤Ｔシャツお揃いの山ガ
ール到着して場が華やいだ。休憩後東進して三つ目のピ
ーク雌岳に到着。眼下に東尾根から森林公園までの稜線
を見る。急な尾根道を下り森林公園センターに到着。昼
食後、観音岳に向かう。展望台を経由した尾根コースは
岩が露出し、ロープが張ってある箇所もある。観音岳東
峰の祠から稜線を進むと、二等三角点の観音岳に到着。
山頂より堀坂山もよく見え展望は良い。観音岳からはサ
サユリを保護するための調査番号札がついた細い棒が添
えられた箇所が点在していた。また、エゴノキの白い清
楚な花が枝いっぱいに咲き登山道を覆っていた。堀坂山
登山口に下山して、天候に恵まれたこともあって予定ど
おりの行程を終了した。

【コースタイム】

8日　中宮公園登山道入口09:48　11:30大日拝展望台
11:30　12:06矢頭山12:27　15:38髯山15:45　17:53下出キ
ャンプサイト
9日　下出キャンプサイト04:51　08:05堀坂峠08:15　
09:10堀坂山09:30　11:12森林公園センター11:35　13:36
観音岳13:45　14:39堀坂峠

【参加者】

重廣恒夫　黒田記代　村田かおり　橋本圭之輔　（会員
外）松仲史朗� 計 5 名
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支部山行13-10　関西支部県境縦走６

蜂谷坂～さっこり峠～若洲分岐～奥海乢
山本義博

6月15日（土）雨

天気予報通り集合駅である智頭急行大原駅では雨で、
どの程度の降雨か、いつごろ上がるのかなど話しながら
迎えのバスで出発点の蜂谷坂に向かった。
参加者は、計画書では16名であったが、1名が不参加
で15名となり蜂谷坂に到着。雨や蛭対策などの身支度を
整え、準備体操後出発した。
雨の中、黙々と県境を登り始め、ほどなくしたら智頭
急行線の蜂谷トンネルの真上に到着。そこから少し下が
ったところが中の原分岐。樹木などのなか、雨・霧の中、
ひたすら上り下りを繰り返えし、三角点「西町」の手前
の鞍部で休憩。ここから倒木を迂回・乗り越え・潜り、
を繰り返すと本日最初の三角点（四等473.9ｍ）に到着し、
ここで雨の中の昼食休憩。三角点は倒木に一部を覆われ
ていたが、倒木を少し押しのけて写真撮影した。　
三角点から倒木の中を苦労しながら下ると小さな峠に
出合い、登り返すとP446に。そこには 4体の地蔵様が
あり、そこから急坂を下ると国道（智頭街道）が通る「さ
っこり峠」に出た。峠には喫茶店があったが営業してい
るのか、いないのか店には誰もいなかった。腰かけにち
ょうど良い土砂崩れ防止の石積があり、一息入れた。
この地点で、本日の行程の約半分かと思いながら重い
腰を上げ、急な坂のよじ登りを繰り返すと、三角点・竜
王（531ｍ）に到着。さらに雨の中の上り下りを繰り返し
P531に着いた。そこからは、比較的歩きやすい尾根筋
を行くと、ほどなく本日の最終地点である若州分岐の小
さな峠に着き、宿泊先の送迎バスが待つ若洲コミュニテ
ィ会館横までやせ細った道を下った。
今日は一日中雨具装着の行動で、複数の人が足の痙攣
を訴えたことから、熱中症気味になるほどの悪条件であ
ったのではないか。宿で風呂に入り、明日の天候回復を
期待しながら楽しい夕食となり、一日目の終了となった。
6月16日（日）晴

天候は昨日と打って変わって晴れとなり今日は期待で
きそうだと話しながら、バスで昨日の終点である若洲コ
ミュニティ会館前に到着し、準備体操の後県境縦走の離
脱点である若洲分岐に向かった。しかし、昨日の強行軍
の後遺症か、1名が縦走を断念し、総勢13名での縦走開
始となってしまった。
若洲分岐からは急な登りが待っていたが、昨日の蒸し

暑さはなく、そこそこ快調に進んだ。旧坂を一つ越える
ごとに、休憩をはさみ、新緑の名残や周辺の山を見なが
ら、また、涼風に当たりながら進むと送電鉄塔の基部に
出た。この地点では見晴らしもよく、暑さもそんなにな
かった事や予定よりも早めの到着であったこと等、少し
長めの休憩となった。休憩後ほどなく三角点・山根（633
ｍ）に着いた。予定ではここで昼食となっていたが、天気
も良く快調に歩けたので、小休止、記念撮影のあと先に
進むことになり、涼風が感じられる尾根で昼食をとった。
昼食後、少し下ってから急な登りに出会う。その後も
倒木に道を阻まれ、迂回等苦労して三角点・杉ノ奥（823
ｍ）に到着した。ここからは下り坂であり、歩きやすく
また、来月に予定されている「日名倉山」が良く見えた。
今日は昨日と違い天候もよく快調な縦走となり、予定
よりはかなり早く今回の最終地点である奥海乢へ全員無
事に到着。昨日と同じ送迎バスに乗り込み、昨日の宿舎
でシャワーではあったが汗を流すことができ、満足して
帰路に着いた。

【コースタイム】

15日　蜂谷坂10:00　11:50土ノ庄山（点名・西町）12:30　
13:23Ｐ446　13:45さっこり峠　15:05三等竜王　16:55若
洲分岐　17:30若洲
16日　若洲分岐08:50　10:40四等山根　13:20四等杉ノ奥
　14:05旧奥海乢　14:15奥海乢

【参加者】

山内幸子　黒田記代　新本政子　清瀬祐司　橋本圭之輔�
前田正彰　松村文子　宗實二郎　山本義博　（会友）黒岩
敦子　松村竹次郎　（会員外）稲葉淳一　大和紘　
15日のみ　魚津清和　（会友）青木昭
� 15日　計15名　16日　計13名

支部山行13-11　ゆるやか山行【里山探訪】

歴史と文化を訪ねる ３

6月20日（木）実施予定の「大和三山めぐり」は降雨によ
り中止しました。

支部山行13-13　大峰の名花｢オオヤマレンゲ｣を見に

大峰山系・八経ケ岳
阪下幸一

7月13日（土）

行者還トンネル西口は三連休の初日かバスを含め多く
登山者の車が並んでいた。
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激しい雷雨が降りだしたので車内で昼食しながら待
機、小降りになり出発。行者還トンネルの手前に登山口
があり、谷沿いから橋を渡り山腹を登る。
行者還岳との分岐は奥駈縦走路で緩やかな尾根道が続
く。霧で展望はなく、時折「バイケイソウ」の群落も見
られる。吉野からの山伏の団体は「靡」と言ばれる聖地
でお経をあげ参拝をしている。聖宝の宿から弥山へは
標高差300ｍの聖宝八丁の急登。登りきれば弥山小屋は
すぐ、周囲にテント場があり八方睨みの景勝地も近いが
霧の為、展望は無く残念。小屋も満員、予約していたの
で部屋は確保。小屋の近くの弥山神社に詣でる。神社の
北側はトウヒ、シラビソの森ほとんどが枯れ白骨林で鉄
山の尾根に続いている。小屋前広場の「史跡大峰奥駈」
案内板には、平成16年（2004）7 月に世界遺産登録された
170キロに及ぶ厳しい修行の道とある。「靡き八丁」と称
され道の左右それぞれ400mについては修験道教団や地
域住民によって厳格に管理され、樹木も伐採も行われな
い風習が守られ自然林本来の姿で残されている。山伏の
一行は離れに宿泊、夕食前にはお祈りをして修験道の地
であることを感じる。
7月14日（日）

八経ケ岳山頂にて　写真提供・阪下幸一

八経ケ岳へは鞍部を下り、柵内に入りオオヤマレンゲ
の花を見ながら登る。丁度満開の頃、多くの花を見る。
柵から出て登ると1915ｍの頂上に着く。今朝、早く登っ
た山伏の経木が置かれていた。近畿の最高峰で役行者が
八巻の法華経を収めた修験道の聖地。霧の為展望なく奥
駈道を南下、再び柵が現れ天川村への分岐に出る。奥駈
道を少し行くと明星ヶ岳への標識が有り斜面を登ると明
星ヶ岳1894ｍに着く。八経ケ岳より10ｍばかり低く大峰
山脈第二の高峰。シラビソの枯れ木の囲まれた深山の趣
を感じる。弥山小屋に戻り、天気の回復も思わしくなく
下山にかかる。連休の中日か、多くの人が登ってくる。
行者還の分岐で休憩中、遠くで雷鳴が聞こえてきたので

急ぎ下るが中ほどで夕立が激しく降り始め登山道は川と
なり難儀した。登山口に着いた頃には小降りとなる。天
川温泉は満員で入浴できず、黒滝の先の温泉で汗を流し
橿原神宮駅で解散した。
梅雨時に咲く大峰の名花「オオヤマレンゲ」は満開で
多くの写真が撮れたが、二日とも夕立にあい稜線は霧の
為、山の写真は撮れなかった。

【コースタイム】

13日　橿原神宮駅前09:30＝11:30行者還トンネル西口
（夕立後出発）　12:30奥がけ縦走路　13:30行者還分岐　
14:40聖宝の宿　15:50弥山小屋
14日　弥山小屋05:30　06:30八経ヶ岳　07:30明星ヶ岳
（往復）　9:00弥山小屋09:40　10:45聖宝の宿　11:45行者
還の分岐　12:30トンネル西口＝15:30橿原神宮駅

【参加者】

新本政子　岩崎しのぶ　阪下幸一　阪下悦子　（会員外）
岡本欽司　菅生佳余子� 計 6 名

支部山行13-15　関西支部県境縦走７

奥海乢～日名倉山～後山～駒ノ尾～大海里峠
山内幸子

7月20日（土）晴

今回は参加者が少なく宍粟50山ガイドクラブの二人の
参加も含めて12名で歩く。サポートが須磨岡さんと阪下
悦子さんの 2名。今回は須磨岡さんが後山の修験業者が
泊まる板馬見渓谷の入口にある宿泊場所を借りて下さっ
たので助かる。
智頭線大原駅集合で車 5台に分乗して奥海乢（おねみ

たわ）に行く。サポート隊は夕飯の買い出しや次回の宿
泊の申し込みなどに行って下さる。
奥海乢には希望峠と記された石標がある。日名倉山の

途中にあるベルピール公園まで車道があるのだが我々は
忠実に県境を辿る。ススキや鹿が食べないので蔓延する
イワヒメワラビの中を、汗をかきながら登っていく。岡
山県ではススキは萱として使用されるので保護されてい
るそうだ。カシワの木も多く樹林帯に入ると涼しい風が
あり公園の鐘楼から時々聞こえる鐘の音が心地よい。鐘
楼の下で明日歩く後山から駒ノ尾の稜線や那岐山を眺め
休憩をとった後、県境を辿り一等三角点の日名倉山へ。
三室山や遠くに氷ノ山も見える展望のよい広い頂上で日
名倉神社奥の院の小さな祠、日名倉山山頂標識、日名倉
三の丸石標、一等三角点標などがあり賑やかである。昼
食後、後山山頂を見ながら下り始め国道429号が越えて
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いる志引峠に下り立つ。再び県境尾根を辿りながら上乢
までアセビと針葉樹の多い広い踏み跡を登っていく。上
乢からは播磨から西の大峰山である道仙寺へ向かう修験
者が多く越したであろう行者道、上ノ乢道を下っている
つもりが歩きやすい作業道を下り道路に出る。名刀備前
長船に形を変える千種鉄が作られていた当時の名残の鉄
が石に混じって落ちている。須磨岡さんの車で車回収後
エーガイヤちくさ温泉入浴後修験荘に行く。悦子さんの
下ごしらえがあったのですぐに夕食開始。猪鍋を食べな
がらお酒と話が弾み楽しい時を過ごす。さすが宍粟の名
士須磨岡さんでお酒の差し入れがあり、8000ｍ峰登頂者
支部長にサインをもらいたいという地元の中高生から頼
まれた色紙を持って中学の先生も来られたりした。

賑やかな日名倉山頂上にて　　写真提供・重廣恒夫

7月21日（日）晴

3 時半起きで朝食後、最後の片付けをサポートのお二
人に任せて 5時前に出発し上ノ乢登山口へ向かう。体操
の後、お地蔵様の前を通り今は荒れている上ノ乢道から
登る。上乢から直に取り付き、まばらな植林の中の道を
進む。四等三角点・入谷や大岩の立つ岩場を越えると後
山のピークが見えだす。昨日より気温は低く薄雲がある
ので思ったより楽に歩ける。ブナが多くなってくると頂
上が近い。ネマガリダケも枯れていて歩きやすい。
後山は岡山側から見たら西の大峰山の道仙寺の後ろに
あるので後山と呼んでいるのではと言われるが、播磨側
からは板馬見山とか教霊山とよばれている。祠があり今
も神事が行われているとか。頂上にもブナが多く今年は
実を付けていたので秋にはたっぷりのブナの実が落とさ
れるだろう。南西に吉備高原の山々、今まで歩いてきた
県境の稜線や日名倉山が眺められ、東に三室山も見え
る。休憩の後、船木山から駒ノ尾を眺めながら進む。中
国自然歩道であり、おまけに宍粟50山ガイドクラブの人
達の整備のおかげで自然と足が早くなる。宍粟50山の標

識のある船木山を越え四等三角点・粟倉、ササの中の鍋
ヶ谷山を越えて駒ノ尾、大海里峠までの道は「天空回廊
1000mの風に乗って」が体感できる道だ。駒ノ尾の山頂
標識の周りに並べられた石に一人ずつ座り風に吹かれな
がら食事タイム。後山・船木山・日名倉山を眺め至福の
時を過ごす。「天空の回廊」も大海里峠までを残し、ち
くさ高原に下る。駒ノ尾登山口に下り立つとちくさ高原
のユリ園に向う車が多く通っていた。「エーガイヤちく
さ」で汗を流し、姫路まで車で送ってもらいそれぞれの
帰路に着いた。
熱中症を心配していたが割と気温が低く風もあり、お
天気に恵まれた 2日間で楽しい山行ができた。今回はサ
ポートがあってこその山行で、サポートの須磨岡さん、
阪下悦子さんに感謝です。ありがとうございました。

【コースタイム】

20日　大原駅09:25　10:12奥海乢　11:02ベルポール自然
公園　11:45日名倉山12:25　13:11志引峠　14:28上乢　
14:52上ノ乢道入口
21日　上乢06:08　06:52入谷　08:57船木山　10:13粟倉
　10:24鍋ヶ谷山　11:08駒ノ尾11:46　12:10大海里峠　
12:52駒ノ尾登山口

【参加者】

重廣恒夫　山内幸子　黒田記代　清瀬祐司　阪下幸一　
辻和雄　橋本圭之輔　前田正彰　（会友）黒岩敦子　（会
員外）稲葉淳一　山内公一　八木偉行［20日のみ］
（サポート）須磨岡輯　阪下悦子
� 　20日　計12名　21日　計11名

「本山寺山森林づくりの会」作業報告
秦　康夫

2013年4月21日（日）9:00～15:00

作業場所 : 44林班内
作業内容 : 1）�間伐　2）�除伐　3）�林床整備
予定日の 4月 7日が荒天予報のため作業を見合わせ、
4月21日を代替作業日とした。須本、福井の両氏は「高
尾の森づくりの会」出身。経験豊富な 2人のお陰で小人
数にも拘わらず予定以上に作業が進んだ。15本程度の間
伐と、枯損木の除伐、縦向きに倒してあった間伐材を横
方向に並べ替えて土止めに使うなど、林床が大分整備さ
れたので、谷間のミツバツツジが姿を現し現わし林間の
見通しもかなりよくなった。あと 2回程度の作業で、選
木済み間伐予定材の間伐は終了しそうだ。
参加者 : �須本淳史　福井誠　斧田一陽　秦康夫�（計 4名）
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2013年5月23日（木）9時30分～15時20分

5月の作業　　写真提供・秦康夫

作業場所 : 44林班、45林班
作業内容 : �1）�伐採済み木の数量確認、�2）�間伐・除伐、�

3）�用具小屋予定地整備
1）�森林管理事務所へ初年度作業実績（間伐作業で伐採済
み木の本数）報告の必要あり。間伐作業実施済（一部
作業中）の 5区画の面積を測定（ 1区画の面積、概ね
1,200～1,500㎡）。第 1区画については伐採本数確認
済。第 2～第 5区画については次回以降。

2）44林班内に残された小木の間伐及び除伐実施。

3）�45林班内にある用具小屋建設予定地の周囲の整備及
び伐採予定木の選木実施。

参加者 : �阪下幸一　斧田一陽　河野直子　秦康夫　武田
壽夫　薦田佳一　宮本廣　中村康則　倉谷邦雄
� （計 9名）

2013年6月23日（日）9:30～15:30

作業場所 : 44林班第１～第３区画
作業項目 : �1）�伐採済み木の数量確認　2）�間伐・除伐　3）�

用具小屋用材調達
前回に引き続き、伐採済み木の数量確認と間伐、除伐

作業実施。第 1区画は、数量確認及び間伐終了。第 2区
画の間伐も未伐採 3～ 4本を残すのみとなった。掛かり
木になって処理に時間を要した木が 3本あったが、作業
は順調に進み、本日の間伐、除伐本数は約35本。作業の
合間に、作業用具小屋の用材として適当な木を選んで皮
剥ぎした。梅雨どきとあって皮剥ぎは非常に容易だった。
水気の多いシーズン中にできるだけ多く、皮剥ぎ作業を
進めておきたい。
参加者 : �薦田佳一　須本淳史　福井誠　斧田一陽　武田

壽夫　宮本廣　中村康則　倉谷邦雄　秦康夫
� （計 9名）

2013年5月15日

大阪セルロイド会館 1階会議室
出席者　金井良　辻　宗實　水谷　
茂木　坂下　秦　野口　斧田　廣田
岩崎　小寺　山内　久保　黒田　新
本� （以上16名）
司会進行　金井良
支部長急用の為欠席

議　事

各部会報告と予定

総　務

1）総務委員会の役割分担について担当
者一覧表が提示され了承された
・庶務：辻　宮川　久保　新本
・会計：辻　岩崎　宮川
・催事：金井良　小寺　村田
・藤木祭：金井良　水谷　久保

・山の日：金井良
・支部報関連：水谷　岩崎

2）80周年に向けて
⑴記念誌：80年史編集委員に宗實慶
子を追加し計 8名に

・発刊スケジュール、目次、「関西
支部80年史」見積り、「近畿分水嶺」
見積り等の報告があった

⑵記念海外山行：担当委員欠席にて
報告なし

⑶ルーム移転：次回委員会で移転時
期を決める

3）「三百名山ガイド・新版」取材状況
各自報告あり

山　行

1）25年度第 1回山行委員会報告
⑴25年度活動方針
⑵仕事と役割分担
⑶80周年記念海外山行：25年 9 月迄�

に山域・山を決める� �
プロジェクトチーム：山本　大西
井上　重廣　清瀬　茂木　黒田　
山内　久保　野口　� 計10名

2）その他、新連絡網・登山計画書提出
先・ 7～ 9月の山行計画・ 4～ 5月
の山行報告があった

自然保護

森林づくり連絡協議会　 3月30日～
31日（38名参加）、東おたふく山、自
然観察会への参加報告があった

図　書

1）受け入れ図書の整理： 4月は 2回作
業をした。今後も継続する。 9月に
図書の頒布予定

2）「蔵書を読む会」：委員会の開催日の
13時～17時までルームにて行う

岳　連

1）5 月20日に総会

第１回（５月）委員会議事録

会 務 報 告
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2）チャレンジ登山に2,800人が参加
3）山本委員岳連役員辞任の為、以後は
中村氏・斧田委員が岳連情報を提供
する

支部報・広報

・支部報　 6月12日（水）発送
・夏期懇談会の案内を掲載する
その他

1）ルームのトラブル
5月 7日以前に鍵の掛け忘れがあっ
た
� 以上

2013年7月17日

大阪セルロイド会館 3階会議室
出席者　重廣　金井良　辻　中村　
斧田　水谷　安井　秦　廣田　山本�
山内　岩崎　久保　野口　中谷　中
島　金井健　村田　坂下　黒田　茂
木　新本� （以上22名）
司会進行　金井良

支部長コメント

1 ．支部長会議（6/15）報告
①支部長交代
10支部の支部長が交代した
②2015年には静岡・山陰（65周年）、
宮崎（30周年）の式典が予想される
関西支部80周年の日程を早急に
8/26総務委員会までに検討
③新支部設立
群馬支部
④山の日制定プロジェクト
「山の日」制定議員連盟の紹介
⑤「親子で楽しむ山登り」ウェブサ

イト制作について
場所は「六甲」とし、加藤さんに
依頼

2．新理事報告
3．関西支部80周年記念事業に関する
意思統一をはかる
Ⅰ：支部設立記念事業
ア）記念式典PJ　
イ）年史刊行PJ�
ウ）記念登山PJ（国内・海外）� �
エ）記念フォーラムPJ
ア）とエ）は急ぎPJを立ち上げ、展
示等に関しては新しい人を入れる
開催時期として春・初夏を提示

Ⅱ：80周年記念登山の呼称の統一
①関西支部県境縦走
②関西支部設立80周年記念海外登
山・トレッキング

Ⅲ：海外登山準備スケジュール
①2013年10月　概要決定（山域・
山名・時期）

②2014年新年会　概要披露
③2014年総会　計画発表・承認
④実行委員会発足（それまでの
PJLは山本さん）

⑤2014年 5 月よりトレーニング実
施（年 2回程度）

4．記念式典に関して
ア）記念式典PJの工程　
イ）実施時期　
ウ）式典概要　
エ）経費概要を早期に策定する

議　事

各部会報告と予定

総　務

1）本部の動向について

2）夏季懇談会の準備　パソコン・プロ
ジェクター準備（重廣）、8/26総務委
員会

3）80周年に向けて記念誌・式典・記念山
行等、支部長コメントを基に進める

　ルーム移転：場所決定に関しては重
廣・金井良・辻の 3名に委託

4）「三百名山ガイド・新版」取材状況
の報告確認

5）会員移動（次号掲載）
6）その他
藤木祭 9月29日予告
青森20周年 5名参加確認
静岡支部懇 5名参加、追加募集

山　行

5 ～ 7 月の山行報告があった
自然保護

本山寺山、東おたふく山、自然保護
全国集会の報告会があった

図　書

蔵書整理がほぼ完了、 9月頒布案内
を予定

岳　連　特になし
支部報・広報

1）支部報 9月号　原稿〆切 7/31、編集
委員会 8/11、出稿 8/12、発送 9/11

2）HPの積極運用につとめる
3）その他　印刷会社より支部報紙厚の
変更を提案されたが、とりあえず 1
年間はこれまで通りとする

その他

安井会員が転勤の為大阪に戻ったの
で、委員会へオブザーバーとして参
加してもらう

� 以上

第２回（７月）委員会議事録

13-23　ゆるやか山行【里山探訪】歴史と文化を訪ねる６

「湖東　八幡山北尾根縦走」
日　時：10月３日（木）
コース：JR近江八幡駅＝渡合バス停　百々神社　水

郷展望台　望西峰　北の庄城址　八幡山（鶴
翼山）　村雲御所　日牟礼八幡宮＝JR近江八

幡駅
備　考：里山を歴史や文化を訪ねながらのんびり歩く

山行で詳細は参加者に連絡します
コースを変更する場合もあります　

申込み： 9月25日迄　久保和恵

2013年10月～12月　 支 部 山 行 計 画

※申込み先は後のリストを参照してください【締切厳守】
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13-24　関西支部県境縦走10

日　時：10月18日（金）・19日（土）
コース： 9月までの進捗状況によりコースが決まりま

す。ＨＰ等で確認してください。
備　考：詳しくは申込者に連絡します
申込み：10月 6 日迄　山内幸子

13-25　レスキュー講習

「悪場・難場・岩場での歩き方と身のこなし方」
日　時：10月20日（日）
集　合：午前 9時　蓬莱峡大屏風岩前集合
内　容：悪場での固定ロープの張り方　懸垂下降支点

の作り方と回収方法・懸垂下降時のトップと
後続の動作　ロープのまとめ方と結び方・負
傷者の引き上げ・移動・運搬方法など

持ち物：（個人装備）ハーネスの代用になるテープスリ
ング（1.2～1.8ｍ）1本、カラビナ 2枚以上（安
全環付きが望ましい）、ナイロンロープ１本
（フリクションノット用ロープスリング作成�
直径 6 or 7mm×長さ 2ｍ）、通常の山行きで
使用する登山用品一式とザック
（共同装備）非常用ロープ（直径 8 or 9㎜×長
さ10～15ｍ）2～ 3本

申込み：10月13日迄　山本一夫
13-26　4000山グランプリ

「屏風山1354ｍ・蝿帽子嶺1037ｍ」
日　時：10月26日（土）・27日（日）
コース：樽見駅　屏風山　蝿帽子嶺　樽見駅�
地　図：2.5万分の１「平家岳」「能郷白山」
備　考：詳しくは担当者に問い合わせてください�

難易度の高い山　テント山行　一般参加可�
山岳保険加入が必須

申込み：10月10日迄　重廣恒夫
13-27　4000山グランプリ

「仙千代ヶ峰1100ｍ」
日　時：11月 9 日（土）・10日（日）
地　図：2.5万分の１「宮川貯水池」「大杉渓谷」
備　考：詳しくは担当者に問い合わせてください�

難易度の高い山　テント山行　一般参加可　
山岳保険加入が必須

申込み：10月24日迄　重廣恒夫
13-28　ゆるやか山行【里山探訪】歴史と文化を訪ねる７

「高取山」
日　時：11月14日（木）
コース：近鉄壺阪山駅　高取山　奥の院五百羅漢　壺

阪山　近鉄壺阪山駅�
備　考：里山を歴史や文化を訪ねながらのんびり歩く

山行で詳細は参加者に連絡します�
コースを変更する場合もあります

申込み：11月 4 日迄　久保和恵
13-29　関西支部県境縦走11

日　時：11月23日（土）・24日（日）
コース：10月までの進捗状況によりコースが決まりま

す　ＨＰ等で確認してください。
備　考：詳しくは申込者に連絡します。
申込み：11月10日迄　黒田記代�

13-30　ゆるやか山行【里山探訪】歴史と文化を訪ねる８

「播磨　高御位山」
日　時：12月 5 日（木）
コース：JR加古川駅＝霊園前バス停　長尾　高御位山

三角点　鹿島神社　JR曽根駅
備　考：里山を歴史や文化を訪ねながらのんびり歩く

山行で詳細は参加者に連絡します�
コースを変更する場合もあります

申込み：11月24日迄　久保和恵
13-31　4000山グランプリ

「四国　蟠蛇森・鈴ヶ森」
日　時：12月14日（土）・15日（日）
コース：14日　徳島＝須崎東IC＝川の内　朽木峠　

蟠蛇森　桑田山神社＝四万十市＝松尾川温泉
15日　松尾川温泉　杖立　三町界　鈴ヶ森　
高山　松尾川温泉＝四万十IC＝徳島

地　図：2.5万分の１「新田」「佐川」
備　考：四国支部との合同山行　一般参加可　山岳保

険加入が必須
申込み：12月1日迄　久米久夫

13-32　関西支部県境縦走12

日　時：12月22日（日）・23日（月）
コース：11月までの進捗状況によりコースが決まりま

すＨＰ等で確認してください。
備　考：詳しくは申込者に連絡します。
申込み：12月10日迄に　黒田記代
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重廣恒夫 e-mail：shigehiro-ts@asics.co.jp
久保和恵 e-mail：uncletorys05-kazu@nifty.com

FAX：079-565-0530
久米久夫 e-mail：ta-ko325@shirt.ocn.ne.jp
黒田記代 e-mail：kuroda@makino.kmu.ac.jp�
山内幸子 e-mail：sacchyama2f0710@m5.gyao.ne.jp
山本一夫 e-mail：miyako385@sky.plala.or.jp

申込み先一覧 ステップアップ登山教室　　　一般対象　募集中

２ndステップ

初級　10月 1 日（火）　百丈岩～秀ヶ辻山～高座山
　　　11月 5 日（火）　飯盛山～菩提山～行者山
中級　10月24日（木）　大月地獄谷～五助山
　　　11月21日（木）　五助谷～西お多福山
上級　10月10日（木）　京都北山・毘沙門谷
　　　11月14日（木）　滝畑・上山谷

３rdステップ　12月12日（木）座学
初級『冬の安全・快適トレッキング術』
中級『冬の安全・快適登山術』
上級『冬の安全・快適登山術・積雪期登山の基礎知識』

第24回　誕生126年

藤 木 祭
日 時 平成 25 年 9 月 29 日（日）午後１時から

場 所 芦屋・高座の滝前（雨天決行）
主 催 日本山岳会関西支部　兵庫県山岳連盟�

大阪府山岳連盟
後 援 芦屋市　近畿地区山岳連盟

藤木祭記念ハイキング

集 合 平成 25 年 9 月 29 日（日）午前 8時 30 分

場 所 阪急御影駅北口

コ ー ス 岳連の森…打越山…風吹岩…高座の滝

担 当 兵庫県岳連、大阪府岳連

総目次単位で「支部報」を合冊製本します。
希望者は、所持している「支部報」に該当する「総目次」
を添えて下記あてお送りください。同時に送金先にご送
金ください。
欠号の補充を希望される方は、コピー（１号につき100円）
にて補充しますので、申込時にその旨お知らせください。
なお、84号は欠番です。欠号ではないのでご注意ください。
�
費　 用 ：51～150号（ 2冊分）� 5500円

：51～100号または101～150号� 3000円
※�コピー補充を希望される方は、必要号数分
の金額を加算してください。

送 金 先 ：郵便振替口座00930-6-55950
加入者名 ：�「日本山岳会関西支部」�

払込取扱票・通信欄に「製本費」と「欠号
補充号数」記入のこと

送 付 先 ：�611-0002　宇治市木幡金草原60-6� �
野口恒雄宛

締め切り ：9月25日（お渡し予定：11月中旬）

支部報合冊製本のご案内

テーマ 六甲の森と草原
日 時 10月5日（土）～6日（日）
場 所 兵庫県立人と自然の博物館　３階中セミナー室
座 学 日本の植生　　　　　　武田義明（神戸大学名誉教授）

生物多様性とその保全　楠本佳延（人と自然の博物館主任研究員）
ブナを植えて30余年　　桑田　結（ブナを植える会会長）

観 察 紅葉谷道　　ブナ自生地と育成地
六甲最高峰　ブナ育成地
東お多福山　ススキ草原復元地

宿 泊 有馬温泉（ザ・グランリゾート・プリンセス有馬）
会 費 19,000円（予定）　5日のみ　1,000円
備 考 兵庫県立人と自然の博物館協力事業として実施予定　博物館入館可能

JAC関西・東海・京都支部自然保護委員会共催（関西支部担当）
締切　定員25名　　5日のみ15名　いずれも先着順

申込先 斧田一陽　Tel＆Fax�072-633-6556�または　携帯電話�090-4037-4542

◎第17回森の勉強会　ご案内◎
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パタゴニアを代表する２つの山群で連泊し、ハイキング 

チリ側のパイネ山群と
アルゼンチン側のフィ
ッツロイ山群の２つの
山群で連泊。氷河によ
り削られた芸術的な岩
峰を眺めながらハイキ
ングを楽しみます。ペ
リト・モレノ氷河の氷
河湖クルーズやブエノ
スアイレスの市内観光
も含んだ内容充実の山

出発日～帰着日 旅行代金（��発着） 

11/19(火)～12/2(月) ￥784,000 
 台北近郊にはハイキン

グが楽しめる場所が数
多くあります。ススキ
の 穂 が たなびく11月
はハイキングに最適な
季節です。台北市内の
快適なホテルに３連泊
し、ハイキングはもと
より、観光や食も楽し
む、コンパクトな日程
ながら盛りだくさんの

台北市内に３連泊。滞在型の日程でゆったりハイキング 

出発日～帰着日 旅行代金（��発着） 

11/12(火)～11/15(金) ￥138,000 
 

〈編集後記〉
☆この夏、太平洋側では猛暑日が続き、日本最高気温も更新されました。
また同時に、日本海側や北日本ではこれまでに経験のない大雨に見舞わ
れ、甚大な被害を被っています。そんな中、中央アルプスでは韓国人登山
者による死亡者を含む遭難事故が起き、海外登山では天候が大きな盲点で
あることを知らされました。☆この度、「関西支部80年史」の編集長を拝
命しました。定期的に発行されている「関西支部報」が資料として役立っ
ています。しかし、細かい点で抜けている部分も多々あります。写真や記
録、メモ等を支部に提供いただくとともに、今しばらく廃棄はお控えくだ
さい。� （Ｍ）
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